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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、ジェネラリストとして臨床現場で働く看護師に必要な放射線看護の知識に
ついて明らかにすることであった。その結果、患者の外来の治療を継続させるための「日常生活上の患者指導に関する
知識」の必要性や放射線治療の「副作用出現に対する対応」、「治療継続のためのサポート」に関する知識が求められ
ていることが明らかとなった。また、治療効果の出現徴候や副作用についての理解とあわせて、副作用の消失までの長
期にわたった「患者の心的サポート」やその場での「対応・指導」などを必要な知識として求められていることが示唆
された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to clarify the knowledge of radiation nursing 
required for nurses to work in clinical practice as a generalist. As a result ,the most important 
knowledge for　the generalist nurses is the support of the patient daily life with the Radiation therapy. 
Especially about the secondary effected for the support to the continued radiation therapy. In addition, 
the understanding of the emergence signs in conjunction with the side effects of treatment. The reason 
for that side effect continues for a long time, the nurses have to care also the mental support of the 
patient until the disappearance of side effects.

研究分野： 基礎看護学

キーワード： 看護　放射線　ジェネラリスト　教育
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
  近年、がん治療の柱の一つである放射線

療法では、Ｘ線・γ線から陽子線による悪

性腫瘍治療の実用化や重粒子線照射装置

の実用化に向けた臨床研究が進められる 1）

等様々な技術開発が進み治療成果をあげ

ている。その結果、在院日数は減少し放射

線治療の多くが入院治療から外来での通

院治療へと変化しつつある。また、がん診

療連携拠点病院は、全国 351 箇所（平成 20

年 4 月 1 日現在）2）と、がん治療において

総合的な対応を可能とすべくその役割を

果たしているが、放射線治療機器を有する

施設は全国で約 800以下と限定されており、

患者は放射線療法を選択することで通常

治療を受けている医療機関における継続

治療が保証されず転院を余儀なくされる

現状もある。 

このため、患者は、治療を受ける期間の

み新たな別の施設での治療を余儀なくさ

れ、知らない土地での通院という状況が発

生する。一方で、放射線治療を受診する対

象は高齢化しており、治療開始から終了ま

で確実に治療継続を行うためには、多くの

ケアやサポートが必要となる。放射線治療

は一定の期間に継続して照射することに

よってその効果が得られるため、継続に向

けたフォローは重要である。また、外来通

院患者の増加に伴い、有害事象を生じない

ための予防行為を患者自身の生活行動の

中で実践することが患者や患者家族に求

められるが、外来や治療前後の短時間の関

わりの中で関わる医療職は、患者の現状を

把握しつつ指導や介入を行う必要があり

その責任は大きい。しかし、外来は非常勤

の看護師が多く配置される傾向にあり教

育機会も少ない場合が多い。 

日本看護協会は、がん放射線療法看護の

認定看護師の教育をすでに開始しており、

2010 年７月現在、30 名のがん放射線療法

看護の認定看護師が活躍している。H25 年

現在全国に 30 人とごくわずかな人数であ

り教育機関としても全国 2 か所と少なく、

だけでなく、定員割れや年度により開講さ

れない状況も起きており、高度な能力を有

する専門家の育成に向けてもう少し時間

を要する状況にある。教育内容としては、

認定看護師教育基準カリキュラムが定め

られ、原則として 5 年ごとに医療の動向な

どを踏まえ改正を行っており、カリキュラ

ムの精選を図るシステムが確立している。

また、教育に携わる機関認定は、査察等に

より質の維持に努めており専門教育につ

いては今後充実が図れると考える。 

  しかし、一般の看護職に対する放射線に

関する教育内容については、未だ手つかず

の状況である。特に基礎教育においては、

過去数年国家試験に出題の例を見ないこ

と 3）や現存するいくつかのテキストの状況

から、教育内容の精選や必須不可欠な事項

が系統的に明確に示されていない状況で

ある。  

さらに、臨床現場で働く看護師自身も放

射線に関する知識不足について感じてお

り、放射線の対する不安をもっており 4）5）

対応が急がれる。一方で、東日本大震災以

来、放射能に対する一般の人の意識は高ま

り、基本的な知識についても熟知する人が

増え、医療現場で用いられている放射線に

関しても同様に関心は高まりつつある。こ

のような状況の中で患者の治療を支える

看護職が、放射線に関する基礎知識を有す

ることは不可欠であり、看護職への知識付

与が必要となる。すべての看護職が自身の

放射線に対する不安を払拭し、患者の不安

回避やケア継続へのサポートが十分でき

るよう教育体系について早急に整備され

ることが望まれる。 

２．研究の目的 
（１）患者および放射線治療・検査に携わる



者（がん看護専門看護師、がん放射線療法

看護認定看護師、放射線科医師、放射線技

師、等）が、一般の看護職（ジェネラリス

ト）に対し、放射線に関するどのような知

識を有していることを期待しているのか

を明らかにする。 
（２）臨床看護師を対象に、放射線看護の基

礎知識に関する学習機会の有無や放射線

に対する意識の状況について現状を明ら

かにする。 
（３）臨床看護師がジェネラリストとしての

役割を果たすために必要な放射線に関す

る基礎的な知識を明らかにする。 
３．研究の方法 
（１）医学中央雑誌データベースを用い、「放

射線」「看護」をキーワードに文献検索を

行い。文献内容について分析を行った。 

（２）臨床現場で働く看護師（ジェネラリス

ト）を対象に、日常業務の中での放射線と

の関わりについて、また過去における学習

機会の有無、必要だと思う知識や技術等に

ついて、自記式調査票を用いた調査及び半

構成インタビューを行った。 

（３）がん放射線看護認定看護師へのグルー

プインタビュー 

Ａ県内に従事するがん放射線認定看護

師全員を対象に、現在の自身の活動状況と

看護師（ジェネラリスト）に求める知識技

術について、約１時間のグループインタビ

ューを実施した。 

（４）放射線看護に関するテキスト・書籍に

関する分析 

 現存するテキスト等から、知識内容、実

践内容等を抽出しその重要性の有無につ

いてデルファイ法を用いてその優先順位

について検討した。 

４．研究成果 

（１）文献収集の結果、「認定看護師育成」

に関する文献の増加が認められたが、臨

床看護師への教育内容の検討や現状を

示すものはなく、ジェネラリストとして

の知識体系を構築するための基礎デー

タは得られなかった。さらに、ジェネラ

リストに求められる放射線に関する知

識や教育内容については未構築である

ことが示唆された。 

  また、放射線治療が、入院から外来へ

と移行してきている現状から放射線治

療を受ける患者の思いに着目し、文献分

析を行った結果、患者の思いを示す言葉

が 298 項目抽出され、内容分析により 63

項目の思いが抽出された。さらに、カテ

ゴリーとして【外来治療への期待】【放

射線治療の重さ】【疾病の進行と治療の

効果】の３つが得られた。 

  このことから、看護師に求められる基

礎知識として、①外来の治療を継続させ

るための日常生活上の患者指導に関す

る知識の必要性②放射線治療の副作用

出現に対する対応と治療継続のための

サポート③治療効果の出現徴候や副作

用消失までの患者の心的サポートと対

応・指導などがあげられた。 

（２）インタビューを行った対象看護職の

所属するすべての施設の教育プログラ

ムの中には、新人教育の一部の中に、放

射線治療部が行う研修時間が含まれて

おり平均 1.3 時間であった。しかし、イ

ンタビュー時の研修内容に関する問い

に対して、研修に関して記憶している看

護師はいなかった。また、看護師による

放射線治療・看護に関する研修を行って

いる施設も見られなかった。 

  看護師抱える不安として述べられた

中には、「患者さんの生活状況の把握」

と「皮膚トラブルの現状」について知識

が少なく患者への対応が十分にできな

いことが含まれていた。また、患者の心

的ストレスへの対応への関心を高く持

つ一方で、時間の確保ができないケアへ



の不満足感を述べていた。 

（３）がん放射線看護認定看護師へのグルー

プインタビュー結果 

①がん放射線看護認定看護師自身の活動

状況について：専属・兼任等組織内での位

置づけはここで異なっていたが、週 1 日程

度活動日としての時間を保有していた。患

者対象に活動をしており、講演等の依頼は

あるものの系統的な院内教育に関与して

いるものはなかった。その理由として、活

動開始からの時間が短いことや病棟を超

えての介入については困難を感じている

現状があった。現時点では、患者を把握し、

ケアの時間を確保することが中心であっ

たが、今後の活動として、院内教育への関

与の必要性を感じていることが述べられ

ていた。 

 ②がん放射線看護認定看護師が必要と考

えるジェネラリストが有するべき知識：将

来的に院内教育への関与を希望している

理由として、スタッフ教育の必要性を感じ

ており、基本的な放射線に関する知識不足

のためケアにつながらない現状や、統一し

た観察・指導等が行われていないことへの

危惧が示された。認定看護師から述べられ

た。ジェネラリストに必要な知識としては、

医療現場で用いる「放射線の特徴」「自己

防護」「患者へのサポート」があげられた。 

（４）放射線看護に関するテキスト・書籍分

析：現存する放射線及び放射線看護に関す

るテキストおよび書籍 51 冊の目次 5,105

項目を分類し、ジェネラリストに必要と考

える知識項目の優先順位について意見を

求めた。①放射線の身体への影響②放射線

防護について③患者の不安への対応等が

上位にあげられた。 

  以上の結果より、臨床における新人

教育の在り方についての課題が明らか

となり、教育内容についての今後への

示唆が得られた。 

  教育内容については、今後さらなる

精選に向けての課題も示されており、

基礎教育から新人教育に向けての系統

的な検討が必要となる。 
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